
 

2025年５月23日 

各  位 

会 社 名 パ ン チ 工 業 株 式 会 社 

住 所 東京都品川区南大井六丁目 22番７号 

代 表 者 名 代表取締役 社長執行役員 CEO 森久保 哲司 
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応に関するお知らせ 

 

当社は、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について、中長期的な企業価値向上と持続的

な成長を実現するべく、現状を分析・評価し、改善に向けた具体的な取組み方針をアップデートいたしました

ので、お知らせいたします。 

なお、詳細につきましては、添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」をご参照く

ださい。 
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資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応
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資本コストや株価を意識した経営（現状分析）
ROE、ROICが目標を下回り、資本収益性と株式市場での評価の両面で改善が必要

ＶＣ2024
Revival

VC2020Plus
最終年度
【計算式】ROE＝当期純利益÷株主資本の期首・期末平均

⚫ 直近PBR（株価純資産倍率）推移は0.6倍前後と１倍割れが続いている
⚫ ROE（株主資本利益率）は株主資本コストを、ROIC（投下資本利益率）はWACC（加重平均資本コスト）を共に割り
込む数値推移

➢ 資本収益性と、株式市場での評価の両面において、向上に向けた取組みが必要
➢ 営業利益・資産回転率向上によるROE・ROICの改善と、株式市場に対する成長期待の浸透が課題
※ 当社では、株主資本コスト及びWACCは、CAPMに基づき自社にて算定後、外部専門家による助言により確定
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※ 24.3期は当期純損失
のため、ROE未算出
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資本コストや株価を意識した経営（取組み）
継続してROIC経営に取組み、企業価値の向上を図る

企業価値向上
PBR1倍以上

ROE向上

ROIC経営
●原価低減・収益構造改革による稼ぐ力の強化
●投資効果のモニタリング強化

財務レバレッジ適正化
●配当性向・DOEに基づく安定・継続配当
●成長投資残余における更なる自己株式取得

PER向上

成長期待の醸成
●長期ビジョン・中計による成長ストーリー提示
●M&A等の具体的施策の確度向上

IR/SR強化
●取締役会の実効性向上等のガバナンス強化
●2025年度中にIRサイト全面リニューアル
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キャピタルアロケーションの考え方
B/Sやキャッシュフロー配分の最適化により資本収益性・企業価値の向上を図る

キャピタルアロケーションの基本方針

基本方針：適正な「キャピタルアロケーション」を通じて中長期的な企業価値の最大化を図る

① 企業価値向上に資する設備投資、M&A投資、研究開発投資、人的資本投資、サステナビリティ投資への資金充
当を最優先とする

② 「株主還元方針」に則り、安定的・継続的な配当を実施する
必要投資・利益分配後に残った余剰資金については、機動的に自己株式の取得等を通じて株主へ還元する

③ ①及び②の原資として、事業価値増大により、継続的な営業キャッシュフロー創出を図るほか、必要に応じて、
有利子負債等の活用により資金調達を行う

④ 資金調達・株主還元に当っては、適正な手許流動性を確保するとともに、最適資本構成と財務の健全性の維持
を図る

（参考）株主還元方針
① 配当は、安定的・継続的かつ連結業績への連動性を意識した利益配分とすることを基本に、「連結配当性向30％以上、かつ株

主資本配当率（ＤＯＥ）３％以上」を指標として、財政状態や資金需要等を総合的に勘案した上で決定する
② 自己株式取得は、財政状態や株価等の市場環境の動向を踏まえ、必要に応じて機動的に実施する
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キャピタルアロケーションのイメージ
財務基盤の健全性を確保し、成長投資を最優先に株主還元へも注力

キャッシュアウト

設備投資

M&A投資

R&D投資

人的資本投資

配当 自己株式取得

サステナビリティ投資

キャッシュイン

営業CF

有利子負債
の活用

株主還元

成長投資

基本方針①

基本方針②

成長投資

株主還元

⚫設備投資
➢原価低減のための自動化・省力化
➢特注品特化へ向けた加工精度向上

⚫R&D投資
➢金属一体化技術「P-Bas®」
➢航空宇宙分野への取組み強化

⚫M&A投資
➢FA事業拡大
➢その他の新事業拡大

⚫人的資本投資
➢人財開発、職場環境整備、健康経営

⚫配当性向30％以上、かつDOE３％以上
⚫成長投資残余で更なる自己株式取得
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【将来見通し等に関する注意事項】
本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではありません。
本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではありません。また、将来における当社の業績が、現在の当社の将
来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用ください。
また、業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、お客様ご自身のご判断と責任においてご利用されることを前提にご提示させていただくものであり、当社は
いかなる場合においてもその責任は負いません。

金型模型（アクリル製）
※金属部分が当社製品

【ＩＲに関するお問い合わせ先】 パンチ工業株式会社 コーポレート・コミュニケーション室 広報ＩＲ課 電話：03-5753-3130 e-mail：info-corp@punch.co.jp

mailto:info-corp@punch.co.jp
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